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八 S － 「
１８０
京都大学略史
最終的には原則!o時間と定められるなど､学生の教
育は事実上不可能な状況となった。京大における動
員の件数は史料の不足もあって明らかで繍ないが、
近年の東京大学史史料室の詳細な調査によると､東
大における動員件数の合計は311件であった‥といわ
れ､京大でもこれに近い件数の動員があったのでは
ないかと推測される宍。し
　　　　　　
上っ
従来､高等教育機関の学生は在学中の徴兵を猶予
されていた。もっとも､1941年には大学の在学年限が
それまでの３年から２年９が月に、さらに1942年か
らは２年６ヵ月に短縮されており､学生たちはその
分早く徴兵ざれることになって:いた。それが､1943年
10月に在学徴集延期臨時特例が公布され､文系学部
と農学部の一部などに在学する満20歳以上の学生は
猶予を取り消され､12月に入営することに決定され
た。これがいわゆる=学徒出陣である。京大でも文･法･
経および農学部の一部から合計2,000人以上の学生
がこの時徴兵されたといわれている。翌1944年には
徴兵年齢は満19歳に引き下げられており、やはり同
数程度の学生が徴兵されたと考えられる。 ………
学徒出陣の結果､学内に残った学生は理系の者以
外は徴兵年齢に達していないか､病気その他の理由
で徴兵されなかった者たちだけとなった。彼らに対
しても前述のように勤労動員jが行われ､もはや学生
の教育という機能を大学は持でなくなっためである。
このように､京大と戦争の関わり方には多様な側
面があった。帝国大学め一つと/して国家の研究･教育
の枢要の位置にあったという立場から考えれば､直
接・間接を問わず戦争への協力を行ったことは否定
できないだろう６だが､その実態に関しては現在に至
るまで明らかでない:ことが多い｡例えば､いわゆる学
徒出陣で､朝鮮･台湾出身の志願兵も含め､京大か=ら
は何人の学生が徴兵され｡何人が戦死したのか､正確
な数字はない６また当時在学していた中国や南方か
らの留学生の詳細も不明である。研究面での軍への
協力の実態なども総体としてはほどんど分かってい
ないlのが実情である。戦争との関わりは､今後早急に
調査が求められる課題であるといえよう万。
第4章 新制京都大学φ看足
戦後教育改革の開始
1945年８月15日、ポツダム宣言の受諾が公表吝れ、
第二次世界大戦は終結した。以後、ＧＨＱ／ＳＣＡＰ(く連
合国最高司令官総司令部y)万のもとで､いわゆ＼る戦後改革
が行われることになる。大学においても、=まくず、学
徒の動員や修学年限短縮など戦時期に定められた法･
令が次々に撤廃され､学生たちは大学に戻って參ﾌﾞな。
尚入学者選抜jにあﾉたっでも出願資格=を専門学校4高等
女学校､高等師範学校､女子高等師範学校等の卒業者ﾚ
にも認めるなど大幅に拡大し､そ=の結果1946年度かく
ら男女共学制が実施されることになり、合計17人の
〉女子学生が入学した。また､ＧＨＱの指令によ丿こ=ぐ戦時
中に軍国主義､超国家主義を唱えていた教育関係者
の罷免､逆に戦時中に追放された者の復職が行われ
た。京大では､教職員適格審査委員会が設けられて審
査が行われ､数人の教官が不適格とされたほか、公職
追放による退職､自発的な退職なども含め､文系学部
を中心に多くの教官が大学を去った。一方､1933年=の･
滝川事件で辞職した教官には復帰が働きかjけら/れ√
専任として滝川が復職し､講師として数人が授業を
担当することになった。さらにＧＨＱの指令于によりﾉ航
空関係の研究教育が廃止されることになり、京大で
も関連講座の他分野への振替が行われたj。＼また､東大
の神道講座･日本思想史講座と並んで､文学部の日本
精神史講座も廃止された。 犬:…………万……尚=…………=
戦後教育改革が本格的に始まったのは､ＧＨＱの依
頼で来日した米国教育使節団の報告書か提出されて‥
からであったol946年３月に来日した使節団は､約ﾆ1
＜カ月の滞在中に各地を視察し(:京大にも来学した八万日=
本の教育制度全般の民主主義的改革について報告書
を残し=た。報告書は､高等教育に関しては、｢少数者の＼
特権」ではなぐ「多数者の機会」を重視すべきであ＼る
と機会均等の原則を示し､その上で大学の機能スとル
て学問研究･一般教育･職業教育の統一的な遂行を求
めでいた。
　
続いて1946年/8月､内閣総理大臣の所轄機関とし
て教育刷新委員会が設けられ､戦後教育改革の基本
的な問題を審議決定することにﾉなった。委員会には
多くの教育関係者が委員として加わづてこおり、京大
からは鳥養利三郎総長と落合太郎文学部教授(同年
12月'からは第三高等学校長)が参加している。同委員会
の建議jにもとづき､1947年３月､教育の根本法令であ
る教育基本法､学校教育法が公布された。学校教育法
で:は､大学を６・３・３・４制の学校体系の最終段階に
くるものと規定したうえで､そめ目的を｢学術の中心
として､広く知識を授けるとともに､深く専門の学芸
を教授研究Iし､知的､道徳的及び応用的能力を展開さ
せることjと定めた。戦前の帝国大学令や大学令にお
ける目的規定と比べ､国家への従属を表す文言は消
え､社会においての大学の役割を規定していること
が大きな特徴といえる。
学校教育法の公布によって４年制の新制大学が設
置されることが決まり､以後は従来の旧制高等教育
機関を､具体的にどのように新制大学に移行させる
かが焦点となった。1947年７月には新制大学の設置
認可基準となる大学基準が作成された。なお､新制の
発足に先立って､従来の帝国大学は国立総合大学と
称されることになり、同年９月に京都帝国大学も京
都大学と改称された。
………文部省は1948年８月､国立新制大学実施要領(案)
を作成して､新制大学設置の原則を定めた。そこに
は､国立大学は原則として１府県１大学とすること、
学部または分校は他府県に跨がらないこと､必ず教
養および教職に関する学部もしくは部を置くこと、
など11の原則が記されていた。この原則のもとで､各
国立大学は設置認可申請を行い､1949年５月31日に
公布された国立学校設置法により69の新制国立大学
が発足すること｡になった。
　
＼
。,。｜
京大における改革
新制大学発足に際しての最も大きな改革は､一般
教育の導入であった。従来の高等学校は学校教育法
の公布で新しい学校体系からはずれることが確定し
ていたが､多くの大学はこれらの旧制高等学校を合
同して一般教育課程とすることを計画した。京大も
第三高等学校に合同を打診し､1948年２月には合意
を得て､三高は新制京大の分校として一般教育課程
を担当することになった。舎密局以来の歴史をもつ
第三高等学校は､1950年３月､最後の卒業生を送りだ
して閉校した。一方分校は､東一条通南側の従来の三
高の敷地以外に､宇治の旧陸軍火薬庫跡を新しい校
地として使用することが決まり、宇治分校として１
ﾀﾞ回生向けの授業が行われることになった(1961年末
で)。ところで､一般教育課程を担当する部局の名称
を｢分校｣としたのは､国立学校設置法施行規則第４
条｢教授上又は管理上必要がある場合には国立大学
又は国立大学の学部に分校を置くことができる」と
いう規定によったものであるが､その位置づけはあ
いまいであり、やがて分校内では教養部への改称の
要求が強まった。そして､!954年には学内措置による
改称が実現し､!963年には官制化が認められること
一になった。
このほか､前述の11原則中にある教職に関する学
部として､教育学部が文学部から独立して新制京大
に置かれることになった。
1949年５月31日､新制京都大学は文部省の認可を
受けて発足した66月８・９の両日に新制第１期の入
学試験が行われ、1,529人が入学した。７月７日に挙
行された入学式で鳥養総長は､民主主義社会におけ
る大学は､｢主たる目的を人格の完成に置くものであ
って､知的発達の外に社会的徳性の発達にも大いに
努力を払うものである｣と新制京大の役割を学生た
ちに説いたのである。一方、旧制高等学校が1950年ま
で存続する関係上､同年４月まで旧制の入学生の受
け入れも続いており、1953年(医学部は1954年)までは
新旧両制度の学生が在学していた。
１８１
１８２
万〇‘り斗丿し
研究教育体制の整備
　
新制発足の前後にも京大ではいごくっかの附置研究
所が新設された。食糧科学研究所(1946年)、防災研究
所(1951年)､基礎物理学研究所(1953年)がそれにあ
たる。そこめなかでも基礎物理学研究所は､理学部教授
の湯川秀樹のノーベル賞受賞を記念=して設置された
もので､湯川の構想を生かして初の全丿国共同利用研
究所として発足した。また､既設の人文科学研究所が
!949年に東方文化研究所､西洋文化研究所と合併し
て再編成された６‥
　　　　　　　　　　　　
¨
し新制大学院の設置準備も進められた。1949年､大学
基準協会において大学院基準が定こめられたが､そこ
では大学院の目的として､修士課程は「学部に於て一
般教養と専門分野の基礎的教養を積んだ者が更に精
深な学識を修め且つ研究能力を養うこと｣､博士課程
は「独創的研究によっ七従来の｣学術水準に新しい知
見を加え文化の進展に寄与するとともに専攻分野に
関し､研究を指導する能力を養うこと｣と規定され
た。京大では､1953年３月に新制大学院が開設された
(医学研究科は1955年)。
戦後の研究活動に関しては､1949年に湯川が｢中間
子論｣=によりノーベル物理学賞を受賞し､1965年に湯川
と同じ理学部物理学科卒業で東京教育大学教授の朝
永振一郎が｢超多時間理論｣および「くりこみ理論｣で
ノーベル物理学賞を受賞していることが有名であ
る。求た､人文科学研究所の共同研究や､1950年代後
半から盛んになった中央アジアやアフリカにおける
フィールドワークもよく知られている。
高度経済成長期め拡充
づ
1950年代に入り、日本経済が急速に復興してくる
と､科学技術の振興､科学技術者養成の拡充が産業界
などから求められるようにになった。1956年11月、日本
経営者団体連盟は｢新時代の要請に対応する技術教
育比関する意見｣ごを発表し､理工系学生の増加､理工
系教員･学生の質の向上､理工系大学と産業界との連
携の必要性を唱えた。また､1957年11月には｡政府の
?〜????
諮問を受けだ中央教育審議会が｢科学技術教育の振
興方策について｣を答申し､同様に科学技術系学部jの
質的=向上および葦的拡大丁大学院々充実､附置研究所=
の協力な=どを求めた。このようななかで文部省はl、
1957年を初年度とする理工系学生の8,000人増募政1
策を実施するに至った。この計画は1960年ま/でにほ
ぼ達成さﾌﾟれたが､日本の経済成長ﾉば政府の見込み番
超えるものであり宍４同年に閣議決定された国民所得∧
倍増計画のもと､10年間に科学技術者がさらに17万
人不足するものこと推定され､結局文部省は新たに
1961年度から４年間=で理工系学生を2/万人増募ずるﾀﾞ
計画を立て、３年で実現した。
づ
　　
＼
以上のような文部省の動向を受けて､京大でも理
工系学部において学科･講座が次々と新設､拡充ざれ
ていく:ことになった。なかでも工学部は大幅に拡充千
脊れ､1957年には学科数12､入学定員410人であらた
のが､1966年にはそれぞれ､22:学科､8り5人に増加し
た。また､工業教員の養成のため19似年に修業年限31
年の工業教員養成所が附置された(1970年廃止)。く…………II
この時期には、新学部として薬学部がj医学部薬学
科を基幹として設置された(1960年)ほか、高度経済
成長を背景として附置研究所やセンターの設置が相ﾚ
次いだ。ウイルス研究所(1956年)､経済研究所(1962
年)､数理解析研究所(1963年)、原子炉実験所()同)こ
東南アジア研究センター(1965年)、保健管理センタ
―(1966年)ﾉ､霊長類研究所(1967年)がそれにあ=た⑥aｿ
第5章京都大学の再編
戦後の学生運動 しト コ
戦後京大における学生運動は、敗戦後間もな=い=時ヶ
期に始まった。1946年10月に学生の自治組織として
改組､再出発した同学会は､当初は学費値上げ反対な
ど生活面め要求を中心に活動していたが､左派が主＼
導権を握るにつれて次第に政治色を強めていく。学
生たちは､レッドパージ反対､全面講和要求などの政
治問題に関して運動を展開したぽか、学内でも前進〉
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座事件、天皇事件､荒神橋事件などで大学側と対立
し、放学･停学などの処分を受ける者が出たり、同学
会も数回解散処分を受けることになった。1955年､全
国の学生運動に影響力を持っていた日本共産党が第
６回全国協議会で武装闘争路線を放棄すると､運動
側にも動揺が生じたが、それでも1960年の安保闘争
では大きく運動が盛り上がり、京大でも５月26日の
教職員も含めた全学集会を頂点に､活発な運動が展
開された。その後。学生運動は一時収まりを見せてい
たが、1960年代後半には再び活発化し､いわゆる大学
y紛争の1時代を迎しえることになる。
大学紛争
　
すでに1960年代半ばには4一部の私立大学で学費
値上げに反対する学生たちの闘争が起こっていた
が､全国の多くの大学でいわゆる大学紛争という形
で闘争が本格化するのは1968～69年のことであっ
たol968年には､日本大学や東京大学をはＵめ､100以
上の大学で紛争が起こり､研究教育活動が麻揮する
に至った。また､1969年度の東大入試が中止されるな
ど､社会に与えた影響も大きかった。
尚この大学紛争は､いくつかの点で従来の学生運動
と異なっていた。第一に学生たちの攻撃の対象が大
学自体であったことである。学費値上げ､研修医制度
をめぐるy問題､学寮問題などから始まった各大学の
紛争は､一部の学生によって唱えられたF大学解体」
のスローガンに象徴されるように､大学制度そのも
のの否定にまで至るようしになる｡第二に闘争の手段
が著しく暴力性の強いものだったことがあげられ
る｡それまでのデモやストライキによる運動に止ま
らず､いわゆる大衆団交の強要や長期にわたる建物
封鎖､暴力による学生間の主導権争いなどが繰り返
ｿされた。これに対して大学側が学生の処分や警察力
の導入を行うと､一層学生たちが反発し紛争がエス
カレートするという事態がたびた･び起こった。第三
に闘争の主体がこれまでにない形態のものだったこ
とがあげられる。主体となったのは､新左翼系の学生
。５．１
やノンセクトラジカルの学生によって組織された共
闘会議であり、その既成の党派から脱した直接行動
の様式が､この時多くの学生の支持を得たのである。
ニ京大における紛争は､1969年１月16日の寮問題を
きっかjけとした学生部封鎖が発端であった｡前年に
大学が発表した｡学園整備の長期計画に不満をもった
寮生の闘争委員会は､奥田東総長との｢団交｣を行い、
決裂するﾉとそのまま学生部の建物を占拠､封鎖した
のである。総長はじめ大学側の方針は､説得による封
鎖解除であったが､五者連絡協議会を中心とした封
鎖解除派による実力行使を最終的には容認する恰好
になり､23日には封鎖は解除された。このような学生
や教職員自らによる封鎖解除は､同じ頃機動隊を導
入して安田講堂の封鎖を解除した東大と比ぺで｢京
大方式｣といわれ､その評価は難しいが､以後学生間
の対立が激化し､紛争は長期化することになった。こ
の後､25～27日の総長「団交｣をはじめ､教養部ほか多
くの学部ではバリケードが築かれストライキに突入
し､共闘派と封鎖反対派の学生の間での衝突事件も
度重なるなど､通常の研究教育は不可能な状況にな
った。このようななか､1969年度の入学試験は会場を
すべて学外に移して実施することjができたが､卒業
式は中止され､また新年度の授業も一部の学部を除
いては行われないままであった。
この間政府は､大学紛争の長期化に対し､紛争校の
研究教育機能の停止も盛り込んだ｢大学の運営に関
する臨時措置法案｣を国会に提出し、８月には強行採
決で成立させた。同法案に対しては､多くの大学関係
者から反対の声があがったが､京大でも総長や多く
の部局から紛争の自主的解決をかえって阻害するも
のとして反対の声明が出され､共闘派の動きも一層
活発化するようになった。
犬大学側万は話し合いによる紛争の解決を目｡指してい
たが､９月に入っても封鎖の続く学内の状況をみて、
ついに警察力による解除を決意し､21日に大部分の:
建物が､22日には最後に残った時計台も機動隊によ
って封鎖が解除された610月には教養部で､12月には
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京都大学略史
すべての学部でも授業が再開されるようになり、よ
うやく学内は鎮静化に向かった。
　
一方､紛争期には大学側による制度改革への動吝
も始まった。３月には全学的な討議の場としで月曜
会が設置されたのをはじめ、６月には具体的な問題
を調査審議する委員会として大学問題検討委員会が
設置された｡同委員会で取り上げられた教養部改革
問題は､京大における継続的な課題としてその後ヶも
議論されていくことになるJ……万
　　　　　　
………
その後は､1972年から77年にかけて､いわゆる竹本
処分問題をめぐって学内で鋭い対立が起こったが、
他には学寮の管理運営問題で長く大学側と寮生との
間で対立が続いた以外は、大学=は概ね平静さを取り
戻していった。 …………
制度改革の動き
　
｡･･･｡｡ ･･｡
1970年代後半頃から４学内における制度改革の動
きは本格化してくる。教養部改革については､1977年
以来部1内で具体案が作成されはじめ､当初は独立研
究科へ改組する方向で検討が進められていたが､や
がて学部化の実現も目指されるようになっていづ
た｡そlして1989年１月y､教養部にかかわる構想検討委
員会より、｢文明､と人間性の新たな次元を開く画期的
な研究･教育を可能にする｣ことを目的とする総合人
間学部の新設､サ般教育と専門教育を同時に４年一
貫で実施する構想を主とした教養課程教育の改革、
および独立研究科である学術総合研究科の基本構
想､の３点について総長に報告されるに至った。ま
た､大学院改革についてくは、1974年6=月に公布された
大学院設置基準で４.1特定の学部に基礎を置かない独
立専攻、独立研究科の設置が認められたことをうけ
て､京大でも検討が開始された。その結果､理工系を
中心に1992年までに11の独立専攻が設置されたほ
か､前述の教養部改革における学術総合研究科構想
を受け継いで､1990年７月には人間･環境学研究科の
設置準備が開始されることになった。……… ………
この他､国際交流委員会の設置(19ヵ年)､全学的な
公開講座と/してしの京都大学市こ=民講座宍の開講(功毎
年)､総長の諮問機関と･しTとの学術情報間題検討委=員ｿﾞ
会の設置(!979年、1卵4年に学術情報シスノテみ整備委丿
改組)など、京大で現在推進されていこ岑国際化二
との連携､情報化七卜っだ事項杞ﾚついで==もj
検討が始められたのもこの時期であﾉつた。
研究教育体制の進展 犬
1970年代以降､日本経済が低成長期に入るﾀﾞとこ1それ=
までのような学科や講座の増設･拡充は行われなく
なってきたが､一方で先端的な研究=を行つ:たりし､研究
教育のための設備を共同利用したりする1ごとなど:を]:=:j:
目的に多くの研究センタ＝を=はﾄじめとす本施設が設ﾉ
置されるようになった。大型計算機センタしーぺ(1969〉=
年)をはじめ､放射性同位元素総合センタ÷(1971く
年)､体育指導センター(1972年)､ヘリオトロシ核融ﾄ
合研究センター(197り年)､放射線生物研究セニンダ÷=＼
(同)､環境保全センター(1977年)､埋蔵文化財研究ダ=
ンター(1977年)､情報処理教育センター(1978年)/、医……
用高分子研究センターノ(!980年､1990年生体医輝工学研究ノ
センターに転換)=、超高層電波研究センター(捕球年入………
アフリカ地域研究センタ―(1986年)､遺伝子実験施万………
設(1988年)、国際交流センタ←(1988年､1990年留学車セト
ンタ一に転換)､生態学研究センター(1991年)が設置/
された６また1975年には､優れた医療技術の専門家め〉
育成を目的に医療技術短期大学部が併設された。…………
研究活動として==は､1981年に工学部教授:の福井謙………
－が｢フロンティア･エレクト｣ロン理論｣｡でノ←ベル∧
化学賞を､1987年に理学部化学科卒業でマサチ４十
セッツエ科大学教授の利根川進がノーベル医学･生ﾚ＼
理学賞聚受賞したことが特筆される。 ニ つ〉レ犬＼、
第6章ﾚ肺在‘')京琴大学
大学改革の蛤向 上 ‥‥‥‥‥‥‥‥
1991年の大学設置基準の改定(午大綱化)や､同年
の大学審議会の答申「大学院の整備充実につこいｔ｣=な
｜
華備委員兪心
可際化ぐ社会ﾉ
万もﾉ本格的)に尚
　どを契機として､全国の大学で教養部の廃止､新学部
の設立｡大学院の整備といった大学改革が行われつ
つある。京大でも現在同様め改革が進行しているが、
これまで述べたように､その大部分は20年以上に及
ぶ学内での慎重な検討を経た上でのものである。十
　
19り!年４月には最初の独立研究科である大学院人
間･環境学研究科が設置された。同研究科は､社会人、
/留学生にも広く門戸を開きﾐ､また優秀な学部３年次
修了者にも受験資格を認めたほか､基幹講座以外に
も他部局や学外の諸機関か……･らの参加を得て多彩な協
力講座を設けるなどの新しい試みを行っている。
また､1992年10月には総合人間学部が設置され､そ
れに伴って翌年には教養部が廃止された。この改組
とともに､一般教育と専門教育という従来の教育区
分はなくな7り､全学で４年(医学部は６年)一貫教育の
理念に従って改革が進められた。そこでは従来の一
般教育に代わり、全学共通科目という名のもとに､総
合人間学部だけでなく、各学部､研究所､研究センタ
ーなども参加した高度な一般教育としての教養科目
／が設定され､より系統的で広い視野からの一般教育
∧が可能なようになっている。う=
……さらに､大学院の重点化もj進行しｔいる。これは、
＼学問研究めl高度化と大学院べの社会的ニーズの多様
化に対応した改革で､具体的には､学部の講座を研究
現在の京都大学本部本館(1997年)。C7-9)
。６．１
科の基幹講座に移し､かつ大講座化して人事の流動
性を高めるとともに関連の研究所､研究センターな
どの教官で協力講座を構成し､一方学部教育は新た
に学部から大学院に所属を移した教官が担当する、
というものである。京大における大学院重点化は
1992年度の法学部から始まり､以下､医(1993～95
年)､工(1993～96年)､理(1994～95年)、農(1995～97
年)､文(1996年)､経済(1996～97年)､薬(!99ヶ年)で行
われた。
この間､新しい部局どしては、旧部局の改組による
ものを含め､高等教育システム開発センター(1994
年)､二番目の独立研究科である大学院エネルギー科
学研究科(1996年)､エネルギー理工学研究所(同)、ア
フリカ地域研究資料センター(同)､総合博物館(1997
年)､総合情報メディアセンター(同)が設置されている。
1997年現在､京都大学は､10学部､i1研究科に､附置
研究所13､センター等の教育研究施設18を擁し、
5,304人の教職員と20,526人の学生を構成員とする
全国有数の総合大学となっている。第二の世紀を迎
える今､百年の歴史を検証し､社会のなかで京大が自
らの未来を拓く努力が一層求められているといえよう。
百年史編集史料室
西山 伸
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